
 

昨年の 10月よりインボイス制度が始まり、まもなく 1 年になります。今回は、1年を 

超える期間にわたり毎月保守（システムのメンテナンスなど）を行う役務提供など、課      

税期間をまたぐ長期間の取引に係るインボイス交付（売手・買手の両方）ついて取り上 

げていきます。 

 

＜売手側＞ インボイスの記載事項である「課税資産の譲渡等を行った年月日」については、課税期

間の範囲内で一定の期間内に行った課税資産の譲渡等につき、まとめてインボイスを作成する場合に

は、その一定の期間を記載することになっています。「課税期間の範囲内」とされているとおり、一定

の期間をまとめてインボイスを交付する場合においても、取引期間の売手の課税期間をまたぐ際には

原則、その課税期間ごとに区分してインボイスを交付することになります。 

一方、課税期間をまたぐ取引をまとめてインボイスに記載することや、課税資産の譲渡等を行う前

にインボイスを交付することも可能になっており、こうした点や請求書の交付実務の簡便性を考慮し、

毎月の保守契約のように一定期間継続して同一の課税資産の譲渡等を行うものについては、売手がイ

ンボイスの交付対象となる期間、継続してインボイス発行事業者である限り、課税期間の範囲を超え

る期間をまとめてインボイスの交付を認める旨が示されました。 

 

【参考】役務の提供に係る適格請求書を交付する場合の例（3 月決算法人） 

＜課税期間ごとに区分して交付（原則）＞       ＜まとめて適格請求書を交付＞ 

        請求書 △△㈱ T1234・・・  

                  X0.12.1  

㈱○○御中  請求額 2,640,000 円 

 ■■役務提供の対価（10％）として 

➀x1.1.1～x1.3.31 

300,000 円  消費税 30,000 円 

②x1.4.1～x2.3.31 

1,200,000 円 消費税 120,000 円 

③x2.4.1～x2.12.31 

900,000 円  消費税 90,000 円 

 

 

 

 

 

⇔ 

（双方可） 

        請求書 △△㈱ T1234・・・ 

                 X0.12.1 

㈱○○御中   

■■役務提供（2 年間）の対価（10％）として

x1.1.1～x2.12.31 

2,400,000 円  消費税 240,000 円 

         計 2,640,000 円 

         

△△㈱ T1234・・・  

 

＜買手側＞複数の課税期間分がまとめられたインボイスの交付を受けた買手については、自らのその

課税期間に属する金額を按分するなどの方法で仕入控除税額を算出することになります。 

 
 

 

令和 6 年 9 月号 

 SANWA LINER 
UＲＬ http://www.tkcnf.com/sanwa-kaikei/pc/  

※ ホームページも情報満載です。 

是非、ご覧下さい！！ 

税理士法人 

三和会計事務所 
山形市浜崎 76 番地 7 
TEL：（023）624-3466 FAX：（023）624-3472 

  E-mail  :  sanwa-kaikei@tkcnf.or.jp       

 

 日 月 火 水 木 金 土 

9 

・ 

10 

月 

➀ 2 3 4 5 6 ⑦ 

⑧ 9 10 11 12 13 ⑭ 

⑮ ⑯ 17 18 19 20 ㉑ 

㉒ ㉓ 24 25 26 27 ㉘ 

㉙ 30 1 2 3 4 ⑤ 

⑥ 7 8 9 10 11 ⑫ 

⑬ ⑭ 15 16 17 18 ⑲ 

 

 
 

9 月の主な税務 
■9/10(火)    ・8 月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額の納付 

■9/30(月)    ・7 月決算法人の確定申告と納税 

・1 月決算法人の中間申告と納税 

・消費税の年税額が 400 万円超の 4 月,10 月,1 月 

決算法人の 3 月ごとの中間申告と納税［消費税 

及び地方消費税］ 

          

                 

                           
 

9 月の税務カレンダー 

← QR で簡単に 

ホームページへ 


